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静岡県におけるキボシツツハムシとムツキボシツツハムシ
（ハムシ科，ツツハムシ亜科）の地理的分布
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Summary: Very little reliable information on habitats in Shizuoka Pref., central Honshu, Japan, has been known 
so far for two Cryptocephalus-species, C. perelegans Baly, 1873 and C. ohnoi Kimoto, 1983 (Chrysomelidae, 
Cryptocephalinae). Additional habitats and some other miscellaneous observations in the field for them were 
reported. 

キボシツツハムシ Cryptocephalus perelegans Baly, 
1873（以下キボシツツ）は，ハムシ科，ツツハム
シ亜科に属し，本州（関東地方が北限），四国，九
州，南西諸島，中国，台湾などに分布する（ref. 
Lopatin et al., 2010; 余ほか , 2010）．体背面の斑紋パ
ターンには著しい変異が見られ，翅鞘に 8対の黄
褐色紋を持つ基本型 f. perelegans Baly, 1873（‘8紋
型 ’または ‘キボシ型 ’とも呼ぶ．Nakane (1963) は，
‘f. typica’と呼んだ）の他にいくつかの型が区別さ
れてきた（Nakane, 1963 - ref. Kimoto, 1974; 大野 , 
1971）．それらの中には，顕著な地理的変異を示す
ため研究者によっては亜種として扱われたりする
特定地域（特に南西諸島の島嶼）の個体群に特徴
的なものや，同一個体群内に複数のものが出現す
る場合も見られるなど，本種の変異性はきわめて
複雑である．本種は，近畿地方以西ではごく普通
に見られるため，各地のハムシ相に関する報告中
などでも頻繁に記録されてきているが，日本海側
の地域からの記録はきわめて少ない（島根県から
の記録がある；中村・羽尻 , 2007）．太平洋側の地
域では，近年，近畿地方以東，関東地方にかけて
の各地からの報告が多くなされるようになった．
分布圏の北東地域，特に本州の近畿地方以東では
ほとんど基本型しか見られないが，八丈島では南
西諸島などに出現するような前胸背がＭ字型に黒
化する型（f. insulanus Chûjô, 1935; 研究者によって，
少なくとも南西諸島産のものは独立の亜種として
扱われたりする）の個体の方が高頻度で出現する

ようである（平野 , 1988）．以上の事実は，翅鞘斑
紋パターンを支配する遺伝的な背景とその安定性
という側面から注目される．
キボシツツの基本型に外見上類似し，翅鞘の黄

褐色紋が 6対しかない個体が稀に採集され，その
1型（6紋型 f. gotoi Nakane, 1963）と扱われていた
（ref. 大野 , 1971）．Kimoto (1983) は，そのような特
徴を示す山梨県増富産（ホロタイプ．28-VII-1957, S. 
Kimoto採集）と東京都大岳山産（唯一のパラタイプ．
17-VII-1966, Y. Kusui 採集）の各 1個体の標本に基
づいてムツキボシツツハムシ C. ohnoi Kimoto, 1983
（以下ムツキボシツツ）を独立種として命名記載し
た．鈴木・南（準備中）によれば，ムツキボシツ
ツの既知産地の採集データ中最も古いものは，平
野（1966）がキボシツツとして報告した神奈川県
小田原市久野（くの）で 1957年 6月 16日に平野
によって採集された個体と思われるが，筆者らの
一人鈴木は 1958年 7月 24日に山梨県山中湖畔で
1個体を採集している（本稿で初めて記録）．わず
か 1年間（2シーズンにまたがるが）に関東地方の
3ヶ所で採集されていたという事実は単なる偶然以
上のものを感じさせる．ムツキボシツツは，記載
後，本州各地から採集例が報告されてきたものの，
一部の産地を除いて採集個体数はごく少なく，か
なりの稀種と考えられてきた．体背面の斑紋パター
ンは，キボシツツとは異なり，あまり顕著な変異
性を示さず，翅鞘基部の斑紋が稀に融合したり（稲
泉 , 2005），翅鞘斑紋の相対サイズに多少の変化が
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見られたりする程度でかなり安定しているが，キ
ボシツツの古い記録の中にはムツキボシツツが含
まれている可能性がある．キボシツツは，近畿地
方以東に限っても，兵庫県，京都府，和歌山県，
大阪府，奈良県，三重県，静岡県，神奈川県およ
び東京都（鈴木・南 , 準備中）の 1都 2府 6県から
記録されてきたが，最近，千葉県（鈴木・宮内・南，
投稿中）と滋賀県（鈴木ほか，2015）からも発見
された．また，ムツキボシツツは，栃木県，茨城
県，千葉県，東京都，神奈川県，長野県，山梨県，
静岡県，愛知県，京都府，奈良県，和歌山県，広
島県および山口県の 1都 1府 12県から記録されて
きている（鈴木・南，準備中）．なお，ムツキボシ
ツツは，台湾からの記録がある（Shih, 2002）が，
南西諸島からはまったく発見されていないことと，

台湾からは翅鞘斑紋パターンが類似した別種（キ
ンバネツツハムシ C. luteosignatus Pic, 1922）も知ら
れている（ref. Chûjô, 1954; 木元 , 1997）ことなどか
ら，今後の検討が必要であろう．
静岡県下からは，キボシツツに関しては原木 

（1984）と加藤・多比良・塩澤（2008）が，ムツキ
ボシツツに関しては加藤・多比良（2005）と多比
良（2005）がそれぞれ報告しているが，いずれも
採集データの記載が十分でなかった．これらの他
に，筆者らの手許には静岡県産の両種の採集デー
タ未公表の標本があるので，既知の採集データの
より詳細な記載と共に表 1に取り纏め，静岡県産
の両種の雌雄の標本写真を図 1に，静岡県下の両
種の既知産地を図 2上にそれぞれ示した．
図 1に示したように，これまでに得られた静岡

図1.  静岡県産キボシツツハムシ
（a, b）とムツキボシツツハ
ムシ（c, d）；（a:♂; b:♀. い
ずれも富士市五貫島富士川
河口産）；（c:♂, 賀茂郡河
津町梨本天城峠産 ;  d:♀, 浜
松市浜北区根樫産）．ス
ケール：2.0 mm. Fig. 1. Two 
Cryptocephalus species from 
Shizuoka Pref., central Honshu, 
Japan. a–b. Cryptocephalus 
perelegans  (a:♂; b:♀. Both 
from the mouth of the Fuji-kawa 
River, Gokanjima, Fuji-shi); c–
d. C. ohnoi (c:♂ from Amagi-
tôge, Nashimoto, Kawazu-chô, 
Kamo-gun; d:♀ from Nekata, 
Hamakita-ku, Hamamatsu-shi) . 
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県産のキボシツツは体背面の地色の暗色部に若干
の濃淡の違いはあるものの基本型のカテゴリーに
入り，ムツキボシツツも栃木県産の個体について
知られているように翅鞘基部の内側の 2斑紋が融
合したりする個体があり，黄褐色紋がやや大きい
傾向が認められる程度の変異が認められる．
静岡県における両種の生態情報などについて判

明していることは，それほど多くない．キボシツ
ツに関しては，多比良は，富士市で開花期のイタ
チハギ Amorpha fruticosa L.（マメ科 Leguminosae；
外来種）のビーティングで多数の個体を採集して
いるが，摂食は確認していない．高倉（1973）は，
福岡県平尾台で他の 10種のハムシと共にマルバハ
ギ Lespedeza cyrtobotrya Miq. 上に特に 5～ 6月に優

表1. 静岡県下におけるキボシツツハムシとムツキボシツツハムシの採集記録. Table 1. Known habitats of Cryptocephalus perelegans 
and C. ohnoi in Shizuoka Pref., central Honshu, Japan 

種
 Species

産地
Locality

採集個体数
No. specimens

collected

採集年月日
Collecting date

採集者
Collector

採集方法など
Way of collecting

文献
References

キボシツツハムシCryptocephalus perelegans
1 富士市五貫島富士川河口付近 (Fuji-shi (Gokanjima)) 6♂♂3♀♀ 23-V-2009 多比良嘉晃 一部はイタチハギ花上

2 静岡市葵区井川井川ダム (Shizuoka-shi (Aoi-ku)) 1♀ 19-IX-1983 Y. Tahira 原木 (1984)
3 浜松市中区冨塚佐鳴湖 (Hamamatsu-shi (Sanaru-ko)) * 1♂ 21-V-2006 加藤徹 加藤ほか (2008)
4 浜松市佐鳴湖 * 1♀ 31-V~14-VI-2006 加藤徹 FIT衝突板トラップ 加藤ほか (2008)
5 浜松市佐鳴湖大平台 * 1♀ 14-VI-2006 加藤徹 加藤ほか (2008)

ムツキボシツツハムシC . ohnoi
6 富士宮市山宮 (標高約450m) (Fujinomiya-shi (Yamamiya)) 1♀ 15-VI-1983 多比良嘉晃 マメザクラ葉上

7 賀茂郡河津町梨本天城峠 (Kamo-gun (Kawazu-chô)) 1♀ 22-VII~11-IX-2007 加藤徹 死体. マレーズトラップ

同上 1♂1♀ 4~5-VIII-2007 加藤徹 ライトトラップ

8
浜松市浜北区[旧浜北市]根堅 (静岡県林業技術センター
構内;標高約80 m) (Hamamatsu-shi (Hamakita-ku)) **

1♀ 2~16-VI-1999 加藤徹 黒色誘引器*** 加藤・多比良 (2005)

静岡県下 **** - - - 多比良 (2005)
産地番号は，図2上の番号と対応する．Habitat numbers correspond to those on Fig. 2.
*加藤・多比良・塩澤 (2008)が佐鳴湖周辺で行った2006年3月～2007年3月の調査に基づいて記録・報告したが，採集データの詳細は本稿で初めて公表される．
**加藤・多比良 (2005)が1999年と2001年にそれぞれ通年行った調査に基づいて記録・報告したが，採集データの詳細は本稿で初めて公表される．
***誘引剤：ホドロン（安息香酸・オイゲノール油剤の製品名），誘引器：サンケイ化学社製．
****多比良 (2005)が静岡県の野生生物保護を進めるための基礎資料とする目的で作成した目録中で種名のみを挙げた．
その他は，全て本報で初めて報告される．

図2. 静岡県におけるキボシツツ
ハムシ（●）とムツキボシ
ツツハムシ（★）の既知
産地. Fig. 2. Known habitats 
of Cryptocephalus perelegans 
(●) and C .  ohnoi  (★) in 
Shizuoka Prefecture, central 
Honshu, Japan. 
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占的に見られることを報告している．平尾台でハ
ギ類を利用しているハムシは 3亜科 11種におよぶ
とのことで，巨大なギルド guildが形成されている
と看做すことができる．限られた地域でマルバハ
ギの葉や花 （主に花粉を摂食していると思われる）
をハムシ科の多くの種が寄主あるいは食用として
利用していることは，鈴木（1965）も長野県諏訪
市霧ヶ峰高原で観察している．キボシツツは，か
なり多種の植物を寄主として利用し，特に西日本
のブナ科やマメ科などに依存するハムシ群集にお
いて，ギルドの主要な構成員となっている場合が
多いようである．ムツキボシツツに関しては，寄
主が特定されたことはない．多比良は，マメザク
ラの葉上で静止中の個体を採集しているが，摂食
は確認していない．また，原木（1984）は，キボ
シツツをライトトラップで採集しているが，ムツ
キボシツツもライトトラップで採集されている（本
稿）．ムツキボシツツは，山崎（2003）も長野県下
で多数個体をライトトラップで採集しているほか，
本稿で報告するようにマレーズトラップや化学物
質（ホドロン）を用いたトラップでも採集された．
末筆ながら，貴重な採集品や情報を提供してい
ただいた加藤徹氏（静岡県農林技術研究所森林・
林業技術センター）と山崎隆弘氏（愛知県豊川市）
に深謝する．
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